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実践マテリアル

フロ ー コスト会計

第94回

金宰弘
神戸大を立大宮ミ経丞学研究i,'母と改i豆詞這iを

國部克彦苓苧玩＇学大＇判祖雰罪I究科；翫

韓国におけるマテリアルフローコスト会計の展開

環境経営に対する企業の関心が高まるにつれて、企業の廃棄物管理及び原価管理手法と

して有用なソ ー ルであるマテリアルフロー コスト会計（以下MFCA)を導入することは、企業の

原価及び環境競争力を高め る可能性につながると認識されている。そのため、資源効率性

の向上に貢献できるMFCAが韓国にも導入され、MFCAに関する多様な研究と実務的なア

プロー チが行われている。本稿では、韓国の産業通商資源部が施行したMFCA導入プロジェ

クトとMFCAの研究を通じて、斡国におけるMFCAの動向及びMFCA 導入の効果を示し、

さらに将来の展望を述ぺる。

1 はじめに

韓国製造業における平均材料翡は、 製造原価の約

70%を占めている。これは日本の製造業における平均

材料柑の比率より10%程度裔いことを示しているぽョン=

ユク、 20121八それにもかかわらず、 伝統的な原価，汁籾

1-.、 製造原価の中の材料費は、 ほかの原価項目と比較

してあまり関心をもたれてこなかった。材料t'iより製造間

接費の配分の方が爪要であるという認識から、 活動），し

準原価!,\BCの方により多くの注且が窃せられてきた。

一方、政府や国際機関等による環境規制が強化さ

れ、 消'{'/者や投資家などのステイクホルダーの環様へ

の関心が硲まるにつれて、 企業は廃棄物原価や廃痰

物処理骰用などに関心を持つことになった。したがって、

韓国企業は材料費、 廃窮物原価及び廃廂物処理費用

などを1<1J時に考慮することが求められ、 そのような背屎

から1開発されたMFCAに注目することになった濱菜森源

部、 諏）7; 矧点経済部、 20101。

このような背屎から、 i礎国の産業通商狩源部亨年'i時 ．

南業料殴諏は、 清浄生産の拡張1じ業の 一 部 と し て

MFCA祁人プロジェクトを施行し、 MFCAに関する多

様な研究ど文務的なアプローチを行ってきた。まず最初

に、 産業通商賓源部が行なった「国内環境管理会計

の）i法開発及び産業界への適用事業12001.l0-2叩91」

では、 MFCAが環境管理会 ，寸の方法として紹介されたs

それ以来、産業通商資源部は、 韓国の大企業を中心

にした「MFCAを通じた廃菜物の削減及び原価節減シ

ステムの構築罪業i2005.3-邸7.5)」と、 中小企業を対象

にした「MFCAの拡張と1国際標準化への対応のための

システム構築に関する技術開発(20(応.'J-2010.81」という

委託(j/業を通じて、 緯国企業へのMFCA祁入による

効果を示した。した が っ て本稿では、 韓国における

MFCA導人プロジェクトとMFCAの研究にwづいて、

韓国におけるMFCAの動向及びMFCA導人の幼果

を示し、最後に将来の）Jを沼を述べる、

I 1. 韓国におけるMFCAの導入時期

韓国環境部は環境保全コスト0),\1籾と外部報告のた

めの瑚境会叶ガイドラインを策定する』iで、 韓!iiiの廂

業通商脊源部は環境管理会，汁の開発のためのプロジェ

クトを行ってきた逹業資源祁、 2<1021. 1疱棠通商森源部の

プロジェクトは2001年10月から3年計1前で、 環境竹理

会計の国際的な傾向と海外企業のペストプラクティスに

ついて瀾売し、 それらを踏まえ韓国企粟に適した環境

管埋会社ツー ルの開発を行なってきた。ここには韓国を

代表するJiつの企業1ボスコ 、 LG科学、 滞t狂キンパ•!-、 サムス

遠f、 SKIが参加して、最終結果は2005年の8月に環

境管理会社ワ ーキングマニュアルを通じて発表されてい

る庫、2c,09, ,. MFCAの衿えガは、 悴国の産業通商脊

源部が2001年から2004年に実施した環境笠理会計プ

ロジェクトである「国内環境竹理会社の）i法1開発及ぴ産

棠界への適用1Ji業」を通じて環境笠理会社の）j法とし

て始めて翰国の産業界に紹介された1廂菜祐如1: 、 20021,

このような動向に合わせて、 チ＇ョン他12(沿かはMFCA

を韓国企業の実務に導入するために、 MFCAに1関す
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シリー ズ連載

実践MFCA

る理論的な探索を行い、 El本のH東虚工の事例を紹介

している。そこでは、 MFCAについての基本概念を説

明し、 MFCAが原材料費の節減、 ．意思決定に役立つ

情報の提供、 ERPシステムの改善に布用なツールであ

ることを明らかにした。また、 日東遁Jこの事例を通じて

マテリアルロス(m,rcrial loss)の削減を確認し、 環境管理

会計手法として有効であるMFCAを怖国企業にも祁入

することを提言し、 特に、 廃棄物の発生が多い企業へ

のMFCAの森入を積極的に検討することを提案した。

以上のように、 韓国におけるMFCAは、 韓国産業

通商脊源部が2001年から2004年に実施した環境管理

会社プロジェクトの「国内環境管理会社の方法開発及

び廂業界への適用'jf業」を通じて初めて紹介され、 ヂョ

ン 他1200!)により本格的に研究が行われ始めた◇ その当

時 、 13本も2002年に経済産菜省が公刊した「環様管理

会社手法ワークプック」でMFCAが環疫管理会社の有

JJlな手法として解説され、 公刊した後も、 MFCAの将

及活動に梢極的に推進していたが、 この遅入時期に韓

国 で は、 MFCAO) !,�4'. 概念が 中 心 に 説 明 さ れ、

MFCAの許及活動についてはあまり関心を持ってこな

かった，＇,

したがって、 韓国廂業通商森源部も環境管：理会社

手法としてMFCAの1f Ill性を認識したので、 経済廂

業省のi: 祁で環境狩理会社手法の開発及びMFCA

のプロジェクトが行われてきた日本をベ ンチマークしなが

ら、 MFCA導入プロジェクトの店盤を構築し始め、 韓

国企粟におけるMFCAの効果を試すために廂業通商

脊源部が2005年からMFCA森入プロジェクトを開始し

た また、 この時期にMFCAに関する理論的探究及

びLI本の先進·Ji例が紹介された「マテリアルフローコスト

会社一環境竹'.fl![会社のI(,: 祈的手法（中',½咽活、 2002,」

が韓国点で翻成され、 ❖Y/.11]の研究者たちにMFCAと

いう新しい研究対象をサえるようになった。

2. MFCA導入プロジェクト（第1期）： 2005年～

2007年

\IFC.\を祁人したI! 本企業の•Jf例からその効果を確

認し て、 産業通商予t源部 は2005年から2007年 に

「\IFC.-\を通じたi兎窮物の削減及び原価節減システム

の構築'lり業」を通じて1\//国企菜に'v!FCAを祁人するこ

とになったその,,,時 、 企業の環境笠理と原価節減を

実践的に達成できるシステムの構築が求められ、 特に、

廃棄物削減を通じた環境改善が韓国政府の原要な政

策の一つであった。また、 環災規制が強化され、 新し

い管理手法が求められていた瑾菜it源部、 2007)。

このような状況から、 喉業通商資源部ば2005年から

2007年の2年間、 サムスンSDI、 ハイニックス、 LGエレ

クトロニクス、 LG化学、 LG産屯、 柳韓キンパリー
、 ＝

表1 参加企業9社のマテリアルロス率
I I I 企 菜 名 ！ マテリアルロス和"ol

iサムスンSDI I 3.2 

ハイニ）クス
＼ 

屯

58.8 

26.9 

6 ー

18.9 

柳的キンパリー

三利］屯！良

2.8 

6.8 

｛シムテク
： 

Iパポナイン
j 
］ 

咄1祈'<Z窄ゞ;;,;;芯(1()()7//
由ハイニックふ？）ケースで、 マテリアルロスfが,,IH>は、 Tf/11ぷ髯;o,打性

に出·!'.して'•'る T心体翌造の蚊終[!','で、 投入I姐1科OJほとんどは1えを
物となり処分されている

5.6 

14.6 

和虚機、 シムテク、 バポナインの火企菜9社にMFCA

を適用したそこで、 企業の環様牧用を効半的に狩理

し、 廃菓物の削減をl•J{IりとするMFCAを韓国企業に適

用した結果、 企業の原価及び環境競争力にどのような

効果があるのかについて確認することができた（発業対源

諾、 2007: 張、 20091.,

MFCAの第1期祁人プロジニクトの結果、 ほとんどの

企菜でマテリアルロスの経済的な金額が、思ったより多

かったことが示された．、参加企業の対象製品 ・ エ程に

対する分析の結果、 企業によってマテリアルロス辛が悦

なったが、 総製造原価の2.8%-58.8%のマテリアルロ

スが発見された国澤丸廊ふ2(){)71_, このように、 MFCA

を導人することによって、 マテリアルロスが工程別 ・ 要索

別に正確に把握され、 その改性方法を校索することもで

きるようになったので、 第1期導入プロジェクトの結果が

示唆していることは柑‘りに碩変であるといえる。

表1 は、 総製造原価の中でマテリアルロスが占める比

半が企業によって異なり、 そのマテリアルロスが総製造

原価の中でどれくらいなのかを明らかに表している。し

たがって、 MFCA祁入の結果を活用してマテリアルロ

スの管埋ができれば、 そこから相 ｀りな経済的効果が得

られると考えられるそれだけではなく、 製造工程で発

生するマテリアルロス、 つまり、« 不良品、 廃棄物、 廃水、

エネルギーロスなどを総合的に行理できる手法として

MFCAは、 ゼロ ・ エミッショ ンを追求する企業において

非常に行効な管理手法となる瑾棠沢源部、 2()()71。

表2 はMFCA導入後の成果に対する参加企業9社

への設問讃企の結果を表している。すべての参加企業

が，忍 識した共通の成果としては、 マテリアルフロー分析

の経験を通じてマテリアルフロー情報の把握ができること、

マテリアルロスの，[(要性を新たに認識したこと、 そして、

マテリアルロスの多く発生する「．程を確，忍できることが示

表2/MFCA導入後の成果に対する設問調査

! I 成 児
I !11/答企菜数
I Iお1

I マテリアルフロー分折と経験を通じた学習 9<100",i 7］原価管理とl豆裟管理の関係の認識 三4<-15%1 

1原価配賦｝訊tの直要性の認識 5(55°,1' 

1マテリアルロス0)侑要性の認識 91l00°,l , 

!MFCAとほかの哀炭詞1会計の統合の可能性 !{i! 011i I 
！イノペー ションツー ルとしての可能性 5155°,1 

1マテリアルロスが多く発生する工程の確認 I 9<JOO"ol i 

1マテリアルロス削減のための改好工程の確認 I 4, 15°111 I 
I : 1 
1改闘訊の'!iii及び成染の確認 I l<l!"ol : 

IMFCi\如入による企菜イメ ー ジの促進 i -111s0,,, I ， 
（出'"'発窯'Ii級祁(2(XJ71i

された，それ以外にも一 部の参加企業は、 MFCAが

単．なる原価社位や廃乗物行理手段を超えてイノペーショ

ンツールとして有用性を持つことができること、 マテリアル

ロス削減のための改苦丁．程を把握できることなども成果

として認識した また、 MITA導人による企業イメ ージ

の促進や、 MFCAとほかの環裟行理会社の統合のiif

能性などの成果を認 識した企業もぷされた，．

一方、 2005年から2007年にも産業通光狩源部のE

導で行なわれたMFCA導入プロジェクトだけではなく、

MFCAに関する研究も現れてきた。たとえば、 キムは1沿6)

は企粟の環境経‘党に関して、 環様負荷の低減及び原

価削減にイ'il1lな慈思決定情報を提供することができる

MFCAについて紹介し、 韓国企業におけるMFCAの

導人•Jr例を通じて、 そのfill―j 性と活Ill方法を探究した，

キム120011は、 2005年］月から6月までの6か月/lil、 自動

車の部品を生廂している大韓イヨンにMFCAを適用し、

製造工程の中でも特に廃愈物が多址に発生しているエ

程では、 53%のロスi負0)焚品）が発生していることを発見

した，

MFCAの：I江義とイi Ill性を説明し、 MFCAを導入し

た「1本と韓国の企業の·Ji例を調べたのち、 翰同企業の

実務へMFCAの導人可能性について ，"J及した研究も

ある心ヂョンI邸（りは、 韓国の大企業であるS社心のプ

ラウン行の製造＿［程の•Ji例を通じて、 その製造工程か

ら負の製品に消費されている原価が約3%程度で、 そ

の3%のI以価の約34%が「A-3」工程で発生しているこ

とを発見した。この結呆から、 製造工程の中で一 番改

善が必要な[程は「A-3」I:程で、 その損失頷は1年

桔準で約l億3.000Jiウ・ャン（約1.000 T·lil'Pであることを

確品した。そこでヂョンは、 MFCAの導人によってロス

が多愉に発生じている[程を発見することができ、 その

改袴0)必要性に関する惜報を提供するので、 韓国企

業へのMFCA導入を主張した。

日本の日束屯上の事例を提示し、 韓国でのMFCA

活用力法について議論したヂャン12007)は、 Fl束湛工の

事 例 を分 析 し て、 設備投査の．意思 決 定 に お け る

MFCA術報の活用可能性、 MFCAを通じた現楊改
善ITQCiの可能性、 MFCJ\とLCAの 結合可能性、

MFCAのサ プライチ ェ ー
ン ヘの拡 張可能性 など、

MFCAの活用方法について示した。したがって、 エコ

効率性!Eco七lficlency)を高めるために、 MFCAの導人
iド例が多い日本とドイツ企業との共同研究や協）J研究

を行いながら、 v.? .国においてもMFCAの祁入を検，Hす

べきであることを占及した，

以上のように、 2005年から2007年に「MFCAを通じ

た廃菜物の削減及ぴ原価節減システムの構築'Jf業」を

通じて韓国の大企 業9社にMFCAを導人した結果、

総製造原価の2.8%-58.8%のマテリアルロスがfU1:し

ていることが明らかになった。したがって、 この時期に
行われたプロジェクト及びMFCA研究の結果を活Jllし
てマテリアルロスの行理ができれば、 そこから得られる

経済的な価侑は大きいと考えられる，また、 MFCA祁

入においては環境部署や原価揺抒だけではなく令社(Iり

に協力することが収要であることや、 中小企菜への拡

張や多様な業種への適用など、 今後、 韓国企業が

MFCAを導人するI·.で、 進むべき｝］向についてもぷ唆

した3

3. MFCA導入プロジェクト（第2期）： 2008年～

2010年

H本政府が2007年にMFCAの国際椋準化活動を

進める中で、 怖r,1政府も1俗窮物削減を通じて1以価節減

と脊源生産性をf(i]J·.できるMFCAを怖国の中小企業に

適用して、 ISOの国際椋準化に効令；的に対応できるよ

うに、 産業通商狩源部（苔時，翔点給饂）は2008年から

2010年にかけて「MFCAの拡張と国際標準化への対

応のためのシステム構築に関する技術開発」を実施した
頃は経済活、 �OIOI, 具体的な研究内容は、 MFCAの窮

1期導入プロジェクトに対する検討及び分析を通じた改

悸方法に）＆づいて、 第2期祁人プロジェクトでは新しい

中小企棠14社への拡張適用した,,

韓国における1vlFCAの策2期導人プロジェクトの1」的

は、 MFC\を韓国企菜にも導人できるように基盤をつく
ることであったこのI!的を達成するために、 産業通1惰

骰源部はプロジェクトを通じた中小企業へのMFCAを

拡張し、 また、 業種別ガイドラインの作成、 ソフトウェア

の開発、 教脊プログラムの企他i及び実行を行った国は
給饂、2010) そこで産業通商賓源部が、 2008年から
2010年の2年間、

ハン ダン情報通伯、 エスアイテク、 ヨ
ンシンエムテク、 デイーエスティ ー

、 ソウ実業、 平和産業、
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実践MFCA

表3/参加企業14社のマテリアルロス率

I 企 業 名 I マテリアルロス和％）

2 35% 

Bottomカパー 560%

7.79% 

8.15% 

ュラコーポレー ション

ジェスン 0.50% 

テスン廂心

ケイビー 2 lO'i, 

コウェ·:' 0.00% 

,/llrlrW念経汎諏,010,,
ぶハンダン,,., 龍虹I.Iはニスアイテク， ヨンシンエムテク 、 デ,-エステ1-J)設会

社であるJ)でー ロス年をn定しなし 、 これ"'· サブう←hーンl:J>特坪liltりと
してIllいられることを、,-,唆している

パプコ 、 SLライテク、 シンハン精密、 ユラコーポレーション、

ジェスン、 テスン発虚、 ケイビー
、 コウェイの中小企業を

中心にl-! 社にMFCAを適用したのこのうち 、 ハンダン

梢報通佑、 エスアイテク、 ヨンシンエムテク、 ディ ーエス

ティ ー の1社はサプライチェ ーンの関係であったので、

�lFC\の席2期導入プロジェクトでは、 MFCAのサプ

ライチェーンヘの拡張適用の可能性がポされた。 以F
では、 韓国におけるMFCAの策2期祁入プロジェクトと、

この時期に韓国で発表された研究について，；兒明するウ
表31ま、 MFCAの窮2期祁人プロジェクトにおけるマ

テリアルロス率を表したものである，，表3からわかるように、

ほとんどの企梁でマテリアルロスが発見された。参加企
棠の対象製品，t程に対するマテリアルロスは参加企
業によって淡があったが、 総製造原価の0%-11.7%
のマテリアルロスが見られにこの結果は、 2005年から
2007年に行った釘り1期＃人プロジェクトの結果より低い
マテリアルロス来が示されているが、 第2期淋入プロジェ
クトの対象企業であった中小企業においても、 MFCA
祁人はロスが発生する］ ．

．程の改善及びJiむ徳物削減に
役立つことが認識された心

したがって、 第2期ii'.{.人プロジェクトにおいては、 今ま
で参加企業が取り組んできた品質笠理や6 シグマなどの
管理手法から得られなかった梢報及び改善も、 MFCA
導人によって得ることができたので、 MFCAの導人は
大企業だけではなく、 中小企笈においても有用な管理

手法であることが明らかになった。 MFCAの第1期導
入プロジェクトから学習した改善方法を考慮しながら中
小企業への拡張適用した結果、 MFCAが韓国企業に
も導入できるように基盤が構築され、 ISOの国際標準化
にも効率的に対応できるようになった。

また、 本プロジェクトの結果の中で注目したいのは、

ハンダン情報通信が エスアイテク、 ヨンシンエムテク、

デイ ー エスティーの親会社で、 MFCAをサプライチェー

ン上の管理目的として用いられることが示された点であ
る。この事例を通じて、 サプライチェーンヘのMFCA
導入は、 親企業と協力企業との協力関係での改善活
動を可能とし、 ひいては利益分配とリスクを共有するシ
ステムとして活用できることが示された。この結果から、

韓国企業においてもMFCAをサプライチェーンに拡張

することによって、 企業間のマテリア）レフローを把握する
ことができ、 取引企業が共同で改許活動及び紅思決定
を行うことが可能であることも認識されたツ

一方、 2008年から2010年にも政府l項tのプロジェク

トだけではなく、 研究者によるMFCAの研究も多角的な

賎点から行われてきた3 たとえば、 キム1也<200Salは、 媒
国の半導体企菜であるH社叫こMFCAを導入し、 そ
の効果を通じて、 MFCAの袢入における）店準となる指
針を提供した，， 平導体の組立］：程は生廂工程の中で

廃菓物が一 番多く発生する:i:程なので、 H社における

MFCA導入の対象Iこ程は後半の組立工程とした。
その1こ程にMFCAを導入した結果、 'I遠名体の組立工
程に投人したほとんどの原材料は、 製品/Jll工時に必要

な補助材料として使用されたので、 マテリアル原価のロ

スが56.56%であることがぷされたむ そして、 システム原

価のロスも65%で、 マテリアル原価とシステム原価のロ

ス両）iが高いことを確認したI その結果から、 システム

原価の正確な配分は原価改善に多くの影評を伊えるこ
とを新たに認識し、 環境負荷の低減は生廂現場で原価
節減及び改善活動につながることが示された。

策1期祁入プロジェクトの対象企業であるパポナイン
社の•ll例を用いて 、 MFCAの実務への拡張i•f能性に

ついて考察したヂョン1200S1は、 自動車部品、 'I砂f'f.体、

航空機などの多様な部品を生産するバポナイン社に

MFCAを導人した。 対象とした塗装工程ではシステム

原価が多く発生しているとパポナイン社は認識していた

が、 MFCAを導人してから、 その工程ではシステム原

価より洗浄液や中fl]剤などのマテリアル原価O)}jが多く
発生していることを新たに発見した。

キム他,2霙blは、 MFCAの国際椋準化に対応する
ための）i案を提示し、 その対応策として、 MFCA導入

の専門推進委員会の運常、 教宥プログラムの推進、 持

続的なMFCAの適用ボ棠O)j[i'進について謡及した。
ISO/TC 207の国際標準化が進 んでいくにつれて、

MFCAを導人した翰国企業の直例が少ないことに問題

意識を持ち 、 国際標準化に対応するために、 先進事
例が多い日本とドイツにおけるMFCAの動向について
調べた。 そこで、 韓国もMFCAを梢極的に導入して、

MFCA国際標準化において翰国企業の特性を反映す
ることを提案した。

廃棄物管理及び原価管理の手段であるMFCAを理
論的な観点から再評価して、 今後の環境管理会計の
研究においてMFCAの活性化を提案した研究もある。
ユク（邸91は、 TQM、 TPM、 MFCAの情報を比較して、

伝統的な管理会計手法とMFCAとの差異を会計理論
の側面から分析した。この研究では、 伝統的な生産管
理と管理会計情 報の限界について指摘し な が ら、

MFCAの理論的な検討を行った。 そこで、 MFCAは
短期的な生廂幼率の向上を目指すのではなく 、 長期的
に深境保存と生発効率の均衡を志向し、 「負の製品」
の原価ゼロをu指しているので、 MFCAの導人が改善
に対して強いモチベーションとなることについて国及した，

そして、 今後のMFCAの研究について、 棗檄[学、

会社学などの学際的な研究を行いながら、 環境管理会
社におけるMFCA研究の活性化を図ることを提案したら

最後に、 アン＝ウォン1::010: は、 シミュレーションを通じ
てMFCAの導人が企業の環楼経'i月に及1ます効果につ
い て 分 析 しにそ のため、 仮 想 の 企 業 を選定し、

MFCA導人の前後を比較した結果、 MFCAを祁入す
る場合は廃棄物を削減することができ、 汚染ゃ温室効
果ガスに対する企業の負担が減ることを確認した。それ
だけではなく、 エ ネルギーと原材料を効率的に用いるこ
とによって、 企業の総収益が増加することも示したく，そ
こで、 アン＝ウォン噂110)は、 仮想シミュレーションと会社シ
ステムとの連携が可能であれば、 エ ネルギー 及び原材
料のロスと廃痰物の発生による費用を把握することがで
き、 生廂工程での環境問題の考慮も可能となることを明
ら か に し に ま た、 正確 な廃棄物の管理が で き る
MFCAは、 全社的なレベルでの環境負荷を把掘する
だけではなく、 国家のレベルでの廃愈物の符理にも役
立つ手法として活用できるとct張した。

策1期導人プロジェクトとj;;]じように、 中小企業を中心
に施行された席2期プロジェクトにおいても、 ほとんどの
企業でマテリアルロスが発見された。これは、 MFCA
を導入することによって、 今まで参加企業が行ってきた
狩理手法から得られなかった梢報や改善を確忍するこ
とができたので、 MFCAは大企業だけではなく中小企
菜にも適用可能であることを示唆している。また 、 本プ
ロジェクトでは、 サプライチェーンヘのMFCA導入が行

われ、 視企業と協力企業との協）］関係での改善活動を
可能とし、 取引企業が共IBJで，な思決定が可能であるこ
とも示している。したがって、 ISO/TC207 の国際標準
化が進んでいるにつれて、 政府主導のプロジェクト及び
MFCAに関する研究が様々な観点から行われ、 MFCA

が韓国企業にも導人できるように基盤が構築され、 また、

ISOの国際標準化にも効率的に対応できるようになった。

4, 韓国におけるMFCA導入プロジェクト以降：
2011年~2012年

韓国政府は2001年から産業述商資源部の主導で
MFCAの適用事業が行われてきたが、 第2期導人プロ
ジェクトが終わった2010年以降、 MFCAのプロジェクト
はあまり行われていない。しかし、 少ないながら2010年
の以後にも帷国ではMFCAの研究が行われてきている。
たとえばシン(2DIいは、 韓国を代表する自動車メーカであ
る現代 ・ 起亜自動車にMFCAを祁入した•Ji例を提示し、

その効果を分析して、 実際に企業における経営戦略と
してMFCAの活用可能性について調在した 現代 ・

起亜I'!動車では、 まず廃水処理過程にMFCAを導入
し、 その廃水処珂！場でのマテリアルロス率が-1.9%であ
ることを確認した心また 、 アサン[→

． 場とソハリ］：場の喰
装 .r:程にMFCAを導入した結果、 各々のマテリアルロ
ス率が11.4%、 10.5%であることを確認した。 現代・起
亜自動車の'Ji例では、 MFCAの祁人が製造「．程での
改善ポイントを見つけることを可能とし、 そのMFCAが
企業において経営戦略として活用できることをぷ唆したぶ

また、 日本のキヤノンの•Ji例を通じて、 サプライチェー

ン上におけるMFCAの導人uf能性について探究し、 サ
プライチェーンヘ拡張祁人時の諜題について考察する
研究もある. ユク1201いはキャノンの•Ji例を通じて、 サプ
ライチニーンlこの情報JI;{{、 リーダーシップ、 /,\頻関係
の梢姿が 、 サプライチェーンヘのMFCA祁人の成功要
囚であることをぶした MFC:\をサプライチェーンに拡
張することによって、 企業1/Uのマテリアルフローを把握す
ることができ、 取引企業が共f,ijで改怖活動と揺思決定
も可能となったので、 ユク,201いは韓国におけるサプライ
チェーンヘのMFCA導入の必要性について提案した。

そしてキム他120121は、 サプライチェーンヘO)MFCA
を導入した韓国における最初の•Ji例であるH社の'/I例
を紹介して、 MFCAを通じたサプライチェーン秤埋と改
袴について考察した,H社を視企莱*>とし、 サプライ
チェーンI:にある協力企業図L y社、Dtl:1へMFCAを
導人した3 製品和病の流れは、 S社とY社がそれぞれ
の部品を製造して、 その部品をD社が組み立てて、 H
社がそれを販尤してし、る H社は営業を担当し、 生産
施設は保イ［していないが、 製造に必要な原材料をH社
がl!/li人して提供しているので、 H社における原材料の
狩理は屯要であるその流れの中、 一番多く生産され
ている製品にMFC . -\を祁人した。 その結果をまとめた
のが表4である—

このように、 �'i2期導人プロジェクトが終わった2010
年以降、 ＇隙国政府の朽鉢でのMFCA祁入プロジェクト
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実践MFCA

表4/サプライチェーン上のMFCAの適用
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はあまり行われて来なかった、ンしかし、 少ないながらこ

の時期にもMFCAの'fj)lj性を認識した何人かの研究

者によりMFCAに関する研究が行われてきた。そこで

は、 MFCAは企業において経営戦略として活用できる

ことが示され、 また、 サプライチェー ンヘ拡張導人の可

能性について言及された·-. すなわち 、 サプライチェー ン

へのMFCA導人は、 マテリアルロスのiif視化を通じて

視企棠と協力企業との協力による水ギ的な関係での改

笞活動を可能とし、 ひいては利益分配とリスクを共打す

るシステムとして活用できるようにするのである。したがっ

て韓国企業においても、 サプライチェー ンKでの原価節

減とマテリアル秤理のための有Illな手段としてMFCA

がIllいられることが期待される。

I s. 結論と今後の展望

韓国では、 「l本やドイツなどの•Ji-例から、 MFCAが

廃窮物を削減し、 賓源効・糸性の向lこに員献できること

がぷされたので、 MFCAが環境と経済活動を統合す

るためのツールであると理解し、 強い関心を持つように

なった そこで韓国光業通商質源部は、 「国内環壕笠

理会社の方法l開発及ぴ発業界への適用')げ業」を行っ

て、 環境狩理会社のガ法としてMFCAを紹介した。そ

れ以来 、 廂笈通1沼脊源部は、 「MFCAを通じた廃愈

物の削減及び原価節減システムの構築•Ji-業」を通じて

大企業へのMFCA導入を試し、 また「MFCAの拡張

と国際椋準化への対応のためのシステム構築に関する

技術開発」を通じては、 中小企業を中心にMFC.A. を導

人した，. 韓国においてもMFCAに関する多様な研究と

実務的なアプローチが行われてきたことが示されたが、

第2期'i+人プロジェクトが終わ った2010年以後は、

MFCAの適用•Ji-菜は行われずに、 MFCAに関する研

究もあまり行われていない状況にある。

しかし、多様なステイクホルダーの環境に対する1関心

が高まるにつれて、企業においても環境経営が企粟戦

略の中で煎要な意味を持つようになった。そこで、 本稿

では廃棄物を減らし、 原価節減に真献できるMFC.A. が、

環樟経営の戦略として利用できることを様々な事例から

確認した。また、 2010年以降、 韓国ではMFCAに関

する研究があまり行われていないが、 原材料の価格が

上昇している中で、 特に怖国製造業は、 原価の中で材

料費が占める比率が約70%となっているので、 翰国企

業へのMFCA導入は資源効率性の向上のために何よ

り重要であるといえる。そのためには、 企業の経営者は

環境経常にもっと関心を持ち、 製造工程を管理する管

理者も原価だけではなく環境を考慮するMFCAの導入

を検討すべきであろう。

最後に、 環境問題が直要な社会問題となっている今

H、 環境問題が社会科学だけではなく、 自然科学など

の様々な分野において多様なアプロー チを用いて研究

がなされている。これは、 環境問題には様々な要因が

含まれていることを示唆している。そのため、 環境問題

の解決のためには多角的な観!'せから考察する必要があ

り、 この慈味で、 今後、韓国におけるMFCAの研究

は社会科学だけではなく、 I'!然科学などの様·々な観点

から学際的に行わなければならなし、。さらに、 実務にお

いても設備投'tiの謡息決定におけるMFCA情報の活

Ill 可 能 性、lvIFCAを 通 じ た現場改iiりの可能性、

MFCAとLCAの結合可能性、MFCAのサプライチェー

ンヘの拡張可能性など、 MFCAの活/ll}j法を考慮し

なから経済的価侑だけではなく｝棗境的価偵も高める特

Jlll手法としてMFCAの導人を梢極的に検討すべきであ

るっ
11-t;:,;: 本；；；ばl;!Jft省埒!/1研究総合jfi,迎WIIE-11061の成果の一 部

である）

* I ヂ3ン＝ユが2012! では、 u本と怜1,1製造究における200-1年から
2010年まで原洒デークに!!;づいて 、 全笠危概>')ーマンシ,.,ク）以
砕!llll本と韓1サ製造菜の原｛面汗理の文態について比佼研究した，
そこで、 v�.lil穀造菜は11-i'製造哭，より材·n費が10", 程度翡いこと
がぷされている

*2現在、 糸哀遥i沿 ；：t源部の名称は、 組織の改認こよって呪菜＼芍源
諾<1998年-2008年）と/Ji;;l;経済部(20(]8年-2013年）を経て
2013年に新しく変わった，

*3 S社は、 カラープラウン'"、 PDP, LCD. OLEO. 1,1沿屯幽燃
和じ池， 屯;(n絨Ii'.•,;,;送Illパ9テリーなどを袈造販・；とする韓'l>I
!l)大和じ気メーカーである

*·I Hit:i、 ORA�!、 N.-\ND翔フラッシュメモ ＇）などの複数の収酎-�
を焚造している'i'½l'iぶメ ーカーで、 1999年にLG'I碍＃体を吸収合
併し、 2001年に社名を変直してから成長してきた．

*5 キム他(2012)における4つの企菜は視会社と子会社の関係では
なく ． 各々の郎品を製造、 者i!f. 、 阪・足を担 ‘りしている協））関係の
企業である しかし、 /,現l:!ll使"i(のために、 視企業と1(1,/J企突
でH,:cしている
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ヂャン・ジイン12007). エコ効率性を高めるためのMFCi\の活/Jl}j案
国際会計研究.19. pp 、3炉58.

・ヂョン・ジニヨン＝シンスンミョ王ヨン・ピョンモ1200.!l, MFCi\の慨：念およ
ぴ成果 ． 閑J交経営研究. 2(1 I. pp.39·59. 

・ヂョンギルチo. (2006), MFCAの実務咲入への"r能性に関する探
索的研究：韓国とII本におけるプロジェクト参加企窓の'Ji例を中心に
釦1経1沼溢組. :is. pp$i·79. 

・ヂョンギルチェ(20081. MFCA適Ill-I国と拡張適用のための提、1.
； ;)J応政液. 16 し II. pp.115-·134. 

・ユクダンとa 120091. MFC\ の理溢的分りi•および研究課題,I討笈教
fl研究. 23(1). pp.73·9I. 

・ユク・ グンとョ12011; 、 グ＇）ーンサプライチェーンにおける1'1FCW>/i
Iii性： II本製造業の1環研究.IJ.仁近代学研究. 33. pp.5認·5・JS.
國部如距'i噂道1/ii200SI. マテリアルフローコスト会社.II本経済祈
じII出版lt.
糸莱森源祁i2002i. I吋内環J如硯会，；位））バ翡1兌および1巧菜界へ
の適l!l'l環 ． 韓国吃窓妬饂

・が勺翌瑾祁<20071. MFCAを通じた亮袋物の削減および腹価節減シ
ステムの構培Iぼ ． 韓1,障砕源活

・月Iぶ経済祁(2QI01. ,1FC,\の拡張と1叶貯屈渾化への対応のためのン
ステム構格にI�する技術1開発 、 ,))).1,ぽ虞経済部．
ili ぷ1:12(沿91. ;i1叶におけるマテリアIにフローコスト会計の実践cJ見
状と今後0)/J年I. 環J!);腎埋l515i. pp⑯子1

呼;.1叶人各名名でカクカナ！と，'"のものは、 すへて韓国，iiiの文叔である

化学物質管理に関する『無料相談窓口］--

海外及び国内の化学物質管理法令やGHSへ
の対応 、 海外への翰出時の問題等に関するご相
談を受け付けさせていただくとともに 、 さまざ
まな事例やご意見を務後しております。

また、 お知り合いに化学物質管理についてお
悩みの方がおられま したら 、 ぜひ本柑談窓口を
ご紹介いただきたく 、 ご協力をお頻い申し上げ
ますこ
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t無料相談窓口へのアクセス方法

総合受付サイト ► ► ►

http:;/ www .biz.jemai.o r.j p/ csm/ 

一般社団法人産業閑境竹；理協会のホ ー ムベ ー ジ
にアクセス頂ぎド段中ほどのパナ ー ：に百厘�
をクリックするか 、 検索エンジンより「化学物質
管理に関する無料•よろず柑，，炎窓口」とご検索下
さいぶ上図が総合受付サイトになります。ペー

ジ左側の「ご，記入はこちらから」よりご相談をお
送りください2
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2連絡先

一般社団法人登業環境竹理協会

化学物質管理梢報センタ ー

，,じ話(0315209 - 7705 

担当：松岡(rnatsuok詭jemai.or,ip)
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